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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
Harvard Medical School
藤賀　晃
【出発まで】
　富山大学では 3 ヶ月（ ４ ～ ６ ヶ月）の選択実習期間があります。海外選択実習をしたい人は，基本的には
１ ヶ月富山大学， １ ヶ月外病院or富山大学， １ ヶ月海外選択実習という実習になります。今年の海外実習先
はアメリカであればボストン，シンシナティ，サンディエゴ，他にドイツ，フランス，韓国，ベトナムなど
さまざな実習先を先生から紹介して頂きました。
　基本的には先生から連絡先を教えてもらい後は自分でさまざまな交渉をして行きます。学校のシステム的
には紹介先とは別に自分が行きたいところがあれば行けるようです。医学生は実習先ではelectiveまたは
observerとしての実習になります。electiveは自分の受け持ちの患者を持ちある程度の診察から治療方針の
決定までチームの一員としてみなされて実習を行います。
　Harvard Medical SchoolのElectiveの募集要項は以下から見られます。
　http://ecommons.med.harvard.edu/ec_vqp.asp…
　ちなみに，東 京 医 科 歯 科 大 学 の 学 生 の 方 はこのプログラムでこちらに 来 られていました。一 方，
Observerという立場だと受け持ち患者さんはいません，入院患者さんのことを調べたり，外来やICU見学，
手術見学，カテーテル見学に行きます。担当の患者さんがいない分，広く学べるというのが良い点だと思い
ます。私は今回oberverという立場で実習を行わせていただきました。
【留学先について】
　小児循環では世界No.１のボストン小児病院に実習に行って参りました。至る所に子供を飽きさせない工夫
（音の成る階段，遊べる巨大スクリーン，デコレーションたっぷりの回転ドアなど）があってどこにいても
おもしろい！
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【 1 日のスケジュール】
　朝は 7 時ころからレクチャーが毎日あります。それから入院患者さんチーム回診。移植患者さんの回診が
ありました。不定期に手術見学や他科の見学，病理解剖，最新治療を行っているチームリーダへの突撃イン
タビューも行いました。
　希望すれば手術見学や他科の見学（ただし交渉次第），最新治療を行っているチームリーダへの突撃イン
タビューもできます。僕たちはものすごく親切なコーディネーターのおかげで希望のほとんど通していただ
きました。詳しいスケジュールについては以下に記します。
7 am- 8 am 
Morning lecture, med‒surge conference 
8 am-１2am 
病棟回診（入院患者チーム＆移植チーム）
Inpatient Round, Heart transplant Round 
１2am-１3pm
Noon conference
１3pm～
Observe clinical examination
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Case study (once/week)
Cath lab
Self study
•Morning lecture, med‒surge conference (every day 7 :00am-)
　小児循環器のattendingの先生方が，それぞれの専門分野の
トピックに関してresidentのために循環動態，疫学，鑑別方法，
検査など様々な視点からのlectureを毎朝30-４0分間してくださ
りました。
•Inpatient Round, Heart transplant Round (every day)
　朝のラウンドは，通常の入院患者さんのラウンドと，心臓移
植チームのラウンドがありました。患者さんの情報共有の場に
は，医師，ナース，薬剤師，栄養士，ソーシャルワーカーに加
え，患者さんのご両親が参加されていました。心臓移植チーム
は，心臓移植待機の患者さんと，移植後の長期フォロー中に感
染症などの増悪で入院が必要となった患者さん，段階手術の待
機中の患者さんのケアがなされていました。移植専門の看護士
さんなど日本との制度の違いも学ぶことができました。
•Noon conference (every day)
　お昼休みの時間には，毎日residentのための昼食付カンファレンスがあり，学生もそれに参加していまし
た。科 をこえて 上 級 医 の 先 生 方 がcaseを 提 示 しながら 疾 患 について 教 えてくださりました。Case　
discussionのように参加型のもの，臨床のTipのレクチャー，外部の先生を招いての基礎研究レクチャーな
ど多様な内容でした。ランチも，サンドイッチ，メキシカン，中華など多様でおいしかったです。
•Observe clinical examination
　術前評価，治療の心カテーテルの見学もしました。毎日のラウンドで経過を見ている患者さんのカテーテ
ルを見させていただけたので，病態をdiscussionしながら見学できとても楽しかったです。
•Harvard medical school case study (once/week)
　Boston Children’s Hospitalで実習をしている学生が集まって，case discussion を行います。アメリカ，
インド，サウジアラビア，メキシコ，エジプトなど様々な国から来た留学生や在学生とともに参加できまし
た。インド人の積極性に圧倒されました。
【実習の感想】
　こちらでまず驚いたのは患者さんの家族がラウンドの一員としてディスカッションしていることでした。
Boston children’s で ５ 年前から始めたものらしくなかなかの好評とのことでした。家族が患者さんの部屋で
寝泊まりしているため患者さんのことを一番よく知っていること，そしてコミュニケーションがとれている
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と治療方針が立てやすいそうです。患者さんにわかるように説明をするので一見普通よりも時間がかかるよ
うですが家族の理解が得られやすくナースが知らないような情報を家族は知っていたりする為，トータルで
見ると早いそうです。
　こちらのレジデントですが，さすがにハーバード大学のプログラムに参加する人物なだけあり経歴もさま
ざまです。ボストンコンサルティングを経て来ている人，スタンフォード卒の人，プエルトリコ出身でスペ
イン語を話せる方など出身や経験がさまざまでした。毎朝のレクチャー，ランチョンセミナー（しかもお昼
はすべて無料！），それにフェローやアテンディングからのラウンド中のフィードバックを必ず受けていま
した。このシステムであればレジデントの成長も早いのも必然なのかもしれません。
　僕のような医学生に対しても忙しい合間をぬっていろいろと教えてもらいました。かなり忙しくされてい
るのにどんな質問にも全力で答えてくれたのはアメリカのシステム的なところも一部影響しているそうで
す。つまり教育は臨床と同じくらい評価され（なんと医師同士が匿名で評価し合う！）自分の昇進にダイレ
クトに影響するそうです。
　またボストンチルドレンは世界中から患者さんがやってくるのも特徴的でした。通訳される方や遠隔通訳
機器も充実している印象を受けました。
【住まい】
Vanderbilt Hall
https://hms.harvard.edu/departments/vanderbilt-hall
　HarvardのLong wood medical area内の学生（医学生，歯学，公衆衛生）の寮に一ヶ月住みました。彼ら
とは短い期間でしたが同じ場所で過ごすことができて楽しかったです。鶏肉を山ほど買い込み縫合練習する
医学生。毎週クラブに誘ってくれるメキシコからの留学生。朝から晩まで同じラウンジを占領しテストが終
わるまで出てこない学生。しばらくぶりに彼に会うとすっかりひげもじゃになってました（笑）。寮内のジ
ムに通う人も多く，運動すること勉強することともに大事にしていました。これはこちらの文化なのかもし
れませんが「勉強１00%，遊びも１00%，同時に家族も大事にする」を当たり前として過ごしています。まる
でスーパーマンでした。。。笑
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【週末の過ごし方について】
　ボストン研究者交流会が一ヶ月に一度あり参加しました。１00名ほど日本人研究者，医師，弁護士，会計士，
エンジニア，大学院生が集まる会です。来られる方はハーバード，MIT，タフツ，ボストン大などです。
ここで知り合った先生には後日，BBQ等に誘って頂きました。
　この １ ヶ月はボストンでの日本人のコミュニティのあたたかさにふれた期間でもありました。おかげでボ
ストンでの滞在がとても有意義で楽しいものになりました，どうもありがとうございました！
　僕は眼科にも興味があったことからボストンに研究や臨床で活躍されておられる眼科の先生の定例会にお
邪魔したり，その会で知り合ったHMSの先生と日曜をご一緒させていただきました。
　またJoslin diabetes center，Boston children’s hospitalの先生方には研究室や施設を見せていただきお話
を伺ってきました。
　あとは定番でレッドソックス観戦，ボストン美術館，Sowa market ，Duck tour，harvard squareにも行っ
てきました。チャールズリバーでのカヤックもおすすめです。（友人に誘ってもらいましたが都合で出られ
ず）今回たまたまACP（米国内科学会）の時期とかぶったので参加しました。http://im20１５.acponline.org/
寮の仲間とパーティー
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【実習を終えて】
　今回，このような貴重な機会を与えてくださった市田先生始め，奨学金や実習等でご指導頂いた芳村先生，
山城先生，学務の方々に心よりお礼を申し上げたいです。どうもありがとうございました。今回の経験を糧
としてこれから医師としての活動に繋げていきたいと思います。
藤賀晃
寮の仲間とランチ
